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◉
創
業
期
の
経
営（
１
９
２
６
～
１
９
３
５
年
） 

１
９
２
６（
大
正
15
）年
１
月
12
日
の
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
株
式
会
社（
以
下
東
レ
）創
立
総
会
で
は
、
議

長
に
推
挙
さ
れ
た
安
川
雄
之
助
は
、
第
１
号
議
案「
創
立
に
関
す
る
事
項
」の
説
明
に
際
し
て「
欧
米

に
お
け
る
レ
ー
ヨ
ン
工
業
の
発
達
は
実
に
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
ま
た
年
々

そ
の
輸
入
額
を
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
し
た
が
っ
て
こ
の
際
レ
ー
ヨ
ン
製
造
事
業
を
起
こ
す
こ
と
は
、

こ
れ
を
小
に
し
て
は
わ
が
国
繊
維
工
業
の
発
達
の
た
め
に
、
ま
た
こ
れ
を
大
に
し
て
は
わ
が
国
家
経

済
を
益
す
る
こ
と
多
大
な
る
べ
き
」と
、
思
い
を
込
め
て
報
告
し
た
。

滋
賀
工
場
に
つ
い
て
は
、
同
年
２
月
９
日
に
工
場
設
置
許
可
願
を
滋
賀
県
知
事
に
提
出
し
、
４
月

16
日
付
で
認
可
を
得
た
。
以
後
、
東
レ
で
は
同
日
を
創
立
記
念
日
と
し
て
い
る
。
第
１
期
工
事
は
難

航
し
、
全
面
的
な
竣
工
と
工
場
の
運
転
開
始
は
著
し
く
遅
延
し
た
。
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
造
成
に
は
大
量
の
土
砂
を
搬
入
す
る
必
要
が
あ
り
、
鉄
道
の
引
込
線
を
新
た
に
敷
設
す
る
こ
と
に

第
１
章

会
社
創
立
と
レ
ー
ヨ
ン
事
業
の
発
展  

1
9
2
6
〜
1
9
5
2
年
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も
な
っ
た
。
結
局
、
本
館
事
務
所
と
外
国
人
の
宿
舎
は
同
年
11
月
に
竣
工
し
た
も
の
の
、
年
内
に
は

工
場
、
寄
宿
舎
、
社
宅
と
も
に
一
部
の
建
屋
が
完
成
す
る
に
と
ど
ま
り
、
操
業
開
始
は
年
を
越
す
こ

と
と
な
っ
た
。
翌
27（
昭
和
２
）年
２
月
、
工
場
建
設
の
責
任
者
で
あ
っ
た
ミ
ネ
リ
ー
が
自
殺
し
た
こ

と
は
、
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
。

27
年
５
月
に
辛
島
淺あ
さ

彦ひ
こ（
の
ち
の
会
長
）が
工
場
長
と
し
て
赴
任
し
、
滋
賀
第
１
工
場
が
完
成
し
た

７
月
に
は
機
械
を
据
え
付
け
、
試
運
転
を
開
始
し
た
。
８
月
16
日
に
は
、
ミ
ネ
リ
ー
の
後
任
技
師
長

と
な
っ
た
ス
タ
ー
レ
ー
の
指
揮
の
下
、
レ
ー
ヨ
ン
の
初
紡
糸
を
行
っ
た
。
滋
賀
工
場
に
お
い
て
は
、

辛
島
の「
工
場
を
も
っ
て
人
間
修
養
の
場
と
す
る
」方
針
の

下
、
社
員
の
能
力
向
上
と
全
人
格
的
教
育
を
重
視
し
た
。

「
青
年
訓
練
所
」や「
晴せ
い

嵐ら
ん

女
学
校
」を
、
さ
ら
に
中
堅
幹
部

養
成
の
た
め
の
工
業
学
校
と
し
て「
平
田
講
習
所
」（
の
ち

の「
東
洋
工
業
学
校
」）を
設
立
し
、
工
員
対
象
に
は「
養
成

工
講
習
会
」
制
度
を
設
け
た
。
30
年
９
月
に
は
、
社
員
の

啓
発
と
社
員
間
の
融
和
を
図
る
た
め
の
機
関
誌『
麗れ
い

園え
ん

』を

『麗園』創刊号
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創
刊
し
た
。
な
お
、
社
内
報
に
つ
い
て
は
、
53
年
に
各
工
場
報
と
は
別
に
全
社
共
通
の
機
関
誌
と
し

て『
東
レ
時
報
』（
86
年『
ぴ
い
ぷ
る
』に
改
称
）を
創
刊
し
た
。

27
年
11
月
、
東
レ
は
三
井
物
産
を
総
代
理
店
と
し
て
、
各
地
の
販
売
特
約
店
向
け
に
レ
ー
ヨ
ン
の

販
売
を
開
始
し
た
。
特
約
店
は
こ
れ
を
需
要
家
で
あ
る
機
業
場
や
問
屋
に
向
け
て
販
売
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
三
井
物
産
は
輸
出
販
売
に
も
力
を
入
れ
、
上
海
向
け
を
手
始
め
に
、
満
州
な
ど
中
国
大
陸
、

朝
鮮
、
メ
キ
シ
コ
、
イ
ン
ド
な
ど
に
販
路
を
拡
大
し
た
。

国
内
に
つ
い
て
も
桐
生
、
京
都
、
丹
後
に
始
ま
り
、
福
井
、
石
川
、
大
阪
、
一
宮
、
浜
松
な
ど
の

機
業
場
向
け
販
売
促
進
活
動
を
強
化
す
る
た
め
、
滋
賀
工
場
の
組
織
と
し
て
営
業
部
商
務
課
を
拡
充

し
た
。
三
井
物
産
の
レ
ー
ヨ
ン
営
業
担
当
者
は
、
ほ
ど
な
く
40
人
前
後
ま
で
増
員
さ
れ
て
い
っ
た
。

三
井
物
産
経
由
の
特
約
店
の
中
で
も
、
蝶
理
商
店（
現
蝶
理
）が
最
も
積
極
的
で
あ
り
、
伊
藤
忠
商
事
、

丸
紅
商
店（
現
丸
紅
）が
こ
れ
に
次
い
だ
。

東
レ
が
期
間
利
益
金
を
計
上
し
た
の
は
28
年
上
期
で
、
そ
れ
以
降
は
毎
期
、
利
益
金
を
計
上
し
た
。

創
業
当
初
は
内
部
留
保
を
優
先
し
無
配
を
継
続
し
た
が
、
32
年
上
期
に
は
年
６
分
の
初
配
当
を
実
施

し
た
。
33
年
７
月
の
株
主
総
会
で
株
式
の
公
開
を
決
議
し
、
増
資
新
株
を
既
存
株
主
に
割
り
当
て
る
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と
同
時
に
、
三
井
物
産
割
り
当
て
分
32
万
株
を
公
開
し
、
翌
34
年
７
月
、
東
京
と
大
阪
の
株
式
取
引

所
に
上
場
し
た
。

◉
戦
時
統
制
下
の
経
営（
１
９
３
６
～
１
９
４
５
年
） 

ヒ
ト
ラ
ー
が
率
い
る
ナ
チ
ス
に
よ
っ
て
軍
事
国
家
へ
と
変
じ
た
ド
イ
ツ
は
、
38
年
に
武
力
に
よ
る

威
圧
に
よ
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
併
合
、
翌
39
年
に
は
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
を
併
合
す
る
と
ポ
ー
ラ

ン
ド
に
侵
攻
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
英
国
と
フ
ラ
ン
ス
が
宣
戦
布
告
を
行
っ
た
こ
と
で
欧
州
戦
争
が

始
ま
り
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
幕
が
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
。

日
本
で
は
、
36
年
に
、
陸
軍
の
青
年
将
校
が
斎
藤
実ま
こ
と

内
大
臣
と
高
橋
是
清
蔵
相
を
暗
殺
し
た
二
・

二
六
事
件
が
起
き
、
翌
37
年
に
は
軍
部
に
よ
る
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事
件
を
端
緒
に
日
・
中
が
全
面
戦
争
に
入
っ

た
。
さ
ら
に
、
41
年
12
月
、
日
本
軍
が
米
国
ハ
ワ
イ
州
真
珠
湾
と
英
領
マ
レ
ー
半
島
を
奇
襲
し
た
こ

と
か
ら
、
日
本
は
米
・
英
と
の
全
面
戦
争
に
突
入
し
た
。
そ
れ
ま
で
欧
州
に
限
定
さ
れ
て
い
た
第
二

次
世
界
大
戦
は
こ
の
太
平
洋
戦
争
の
開
戦
に
よ
っ
て
、
日
・
独
・
伊
枢
軸
国
と
米
・
英
な
ど
連
合
国
が

相あ
い

対た
い

峙じ

す
る
未み

曽ぞ

有う

の
世
界
大
戦
へ
と
拡
大
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
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36
年
12
月
、
初
代
会
長
の
安
川
が
退
任
し
、
辛
島
専
務
が
経
営

を
引
き
継
い
だ
。
そ
の
後
約
１
年
間
に
わ
た
り
会
長
不
在
の
期
間

が
あ
っ
た
が
、
翌
37
年
12
月
に
は
辛
島
が
会
長
に
就
任
し
た
。
こ

の
時
期
の
東
レ
で
は
、
社
長
は
定
款
に
定
め
な
く
、
会
長
が
最
高

経
営
責
任
者
で
あ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
開
戦
す
る
と
戦
時
体
制
下
の
42
年
10
月
、
辛
島

は
人
絹
・
絹
統
制
会
会
長
に
就
任
し
、
東
レ
会
長
を
辞
任
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
、
三
井
物
産
大
阪
支
社
長
で

あ
っ
た
伊
藤
與よ

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
会
長
を
継
ぎ
、
２
年
後
の
44
年
か
ら
１
年

半
は
社
長
と
し
て
、終
戦
ま
で
の
困
難
な
時
期
の
経
営
を
担
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
44
年
以
降
は
、
東
レ
に
お
い
て
は
、
社
長
が
最
高

経
営
責
任
者
と
な
り
、
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

37
年
に
日
中
戦
争
が
勃
発
し
、
国
指
定
の
統
制
団
体
が
設
置
さ
れ
、
産
業
統
制
が
強
化
さ
れ
る
と
、

絹
代
替
品
の
レ
ー
ヨ
ン
長
繊
維
は
ぜ
い
た
く
品
と
し
て
生
産
・
販
売
が
制
約
さ
れ
、
東
レ
の
経
営
は

伊藤與三郎 辛島淺彦
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戦
時
統
制
へ
の
適
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
戦
時
下
に
あ
っ
て
レ
ー
ヨ
ン
原
料
の
パ
ル
プ
の
輸
入
は

年
々
減
少
し
、
37
年
か
ら
41
年
ま
で
に
半
減
し
た
。
ま
た
、
輸
出
に
依
存
し
て
き
た
レ
ー
ヨ
ン
業
界

で
は
一
挙
に
設
備
過
剰
が
顕
在
化
し
た
。
一
方
、
36
年
に
政
府
に
よ
り
豪
州
か
ら
の
羊
毛
輸
入
制
限

が
発
動
さ
れ
、
資
源
自
給
の
観
点
か
ら
、
羊
毛
代
替
品
と
し
て
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
が
急
速
に
注
目
さ

れ
出
し
、
政
府
は
こ
れ
を「
愛
国
繊
維
」と
呼
ん
で
、
そ
の
普
及
を
奨
励
し
た
。

当
時
、
東
レ
の
売
上
高
で
は
レ
ー
ヨ
ン
長
繊
維
が
お
よ
そ
90
％
を
占

め
て
い
た
が
、
統
制
に
よ
っ
て
そ
の
長
繊
維
の
生
産
が
抑
制
さ
れ
る
反

面
、
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
に
つ
い
て
は
、
35
年
７
月
に
滋
賀
第
２
工
場
で
、

36
年
８
月
に
は
同
第
１
工
場
で
も
生
産
を
開
始
し
増
産
を
続
け
た
。
さ

ら
に
、
36
年
７
月
に
は
、
東
レ
と
東
洋
棉
花（
現
豊
田
通
商
）が
共
同
で

出
資
し
て
東
洋
絹
織
を
設
立
し
、
東
洋
絹
織
愛
媛
工
場
（
愛
媛
県
松ま
さ
き前

町
、
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
製
造
・
紡
績
・
織
布
一
貫
、
41
年
７
月
に
東
レ

に
吸
収
）を
建
設
し
、
38
年
４
月
に
完
工
と
同
時
に
操
業
を
開
始
し
た
。

ま
た
、
東
洋
絹
織
が
琵
琶
湖
水
産
組
合
の
反
対
も
あ
っ
て
レ
ー
ヨ
ン
短

東洋絹織愛媛工場（1941年）
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繊
維
工
場
の
建
設
を
断
念
し
た
、
滋
賀
県
瀬
田
町
の
土
地
に
、
紡
織
専
門
の
瀬
田
工
場
を
建
設
し
、

38
年
２
月
に
稼
働
を
開
始
し
た
。

41
年
７
月
、
当
初
別
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
た
庄
内
川
レ
ー
ヨ
ン
お
よ
び
庄
内
川
染
工
所
を

吸
収
し
て
東
レ
愛
知
工
場
と
し
た
が
、
同
年
12
月
、
機
械
設
備
の
す
べ
て
を
供
出
し
た
。
太
平
洋
戦

争
下
で
、
東
レ
は
軍
需
企
業
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
設
備
機
器
を
鉄
材
と
し
て
供
出
す
る
こ
と
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
ま
た
一
定
の
設
備
を
維
持
す
る
た
め
に
は
軍
需
品
の
生
産
が
不
可
避
と
な
っ
た
。

社
員
数
は
、
創
立
か
ら
10
年
後
の
36
年
末
時
点
で
７
８
３
２
人
（
滋
賀
工
場
７
８
２
７
人
、
東
京

本
店
５
人
）
で
あ
っ
た
が
、
太
平
洋
戦
争
が
開
戦
し
た
41
年
の
年

末
時
点
で
は
１
万
１
６
４
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
降
は
減
少
に
転

じ
、
終
戦
後
の
45
年
末
に
は
６
７
５
０
人
に
な
っ
た
。
社
員
が

１
万
人
の
大
台
を
取
り
戻
し
た
の
は
、48
年
末
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

44
年
６
月
に
は
日
本
本
土
の
工
業
基
地
に
対
す
る
米
軍
の
空
襲

が
始
ま
り
、
45
年
に
な
る
と
市
街
地
の
民
家
で
あ
っ
て
も
無
差
別

に
空
襲
を
受
け
た
。
45
年
５
月
に
愛
知
工
場
の
一
部
が
空
襲
に

空襲で被災した滋賀工場（1945年7月）
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よ
っ
て
焼
失
し
、
さ
ら
に
滋
賀
工
場
が
空
襲
を
受
け
た
の
は
同
年
７
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
滋
賀
工

場
の
被
害
は
、
死
者
14
人
、
重
傷
者
50
人
、
軽
症
者
２
０
０
人
余
り
で
あ
っ
た
。

◉
戦
後
の
復
興
と
経
営（
１
９
４
６
～
１
９
５
２
年
） 

日
本
で
は
終
戦
記
念
日
は
45
年
８
月
15
日
を
指
す
が
、
多
く
の
国
々
で
は
第
二
次
世
界
大
戦
終
結

は
同
年
９
月
２
日
と
し
、
終
戦
記
念
日
ま
た
は
戦
勝
記
念
日
と
位
置
付
け
て
い
る
。
日
本
は
８
月
14

日
に
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
を
連
合
国
側
に
伝
え
、
翌
15
日
に
は
昭
和
天
皇
に
よ
る
玉
音
放
送
を
流
し

た
が
、
こ
れ
は
国
内
に
お
け
る
敗
戦
の
宣
言
で
あ
り
、
日
本
政
府
と
日
本
軍
の
代
表
が
東
京
湾
の
米

艦
ミ
ズ
ー
リ
号
上
で
降
伏
文
書
に
調
印
し
た
の
は
、
９
月
２
日
で
あ
っ
た
。

連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部（
Ｇ
Ｈ
Ｑ
）の
指
令
に
よ
り
、
財
閥
解
体
、
独
占
禁
止
法
と
過
度

経
済
力
集
中
排
除
法
の
制
定
、
農
地
改
革
の
断
行
、
労
働
組
合
法
・
労
働
関
係
調
整
法
・
労
働
基
準
法

の
労
働
三
法
の
制
定
、
義
務
教
育
を
６
年
か
ら
９
年
に
延
長
す
る
教
育
改
革
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
戦

後
日
本
の
社
会
・
経
済
基
盤
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
。
49
年
に
は
１
ド
ル
＝
３
６
０
円
の
単
一
為
替

レ
ー
ト
が
設
定
さ
れ
、シ
ャ
ウ
プ
率
い
る
税
制
使
節
団
の
勧
告
に
基
づ
く
税
制
改
革
も
実
施
さ
れ
た
。
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経
済
の
民
主
化
は
、
45
年
11
月
の
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
る
三
井
、
三
菱
、

住
友
、
安
田
の「
四
大
財
閥
の
解
体
指
令
」か
ら
始
ま
っ
た
。
東
レ

を
生
み
出
し
た
親
会
社
で
あ
っ
た
三
井
物
産
は
47
年
７
月
に
企
業

再
建
整
備
法
に
基
づ
い
て
解
散
し
た
。

45
年
11
月
、
伊
藤
與
三
郎
を
継
い
で
田
代
茂し
げ

樹き

が
社
長
に
就
任

し
た
。
そ
の
後
、
親
会
社
で
あ
っ
た
三
井
物
産
が
解
体
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
受
け

た
。
ま
ず
、
新
た
に
証
券
会
社
を
は
じ
め
金
融
機
関
が
大
株
主
と
な
っ
た
。
ま
た
、
創
業
以
来
の
総

代
理
店
を
失
っ
た
た
め
、
自
主
販
売
体
制
を
確
立
す
る
必
要
に
直
面
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

東
レ
は
、
レ
ー
ヨ
ン
長
繊
維
を
滋
賀
工
場
に
、
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
を
愛
媛
工
場
に
集
約
し
て
生
産

を
再
開
し
た
が
、
本
格
的
な
生
産
活
動
に
至
る
に
は
さ
ら
に
数
年
を
要
し
た
。
47
年
５
月
、
自
主
的

な
販
売
を
営
む
組
織
と
し
て
商
務
部
を
大
阪
に
新
設
し
た
。

こ
の
頃
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
か
ら
田
代
、
辛
島
、
伊
藤
な
ど
戦
時
中
に
役
員
を
務
め
た
数
人
に
公
職
追
放
の

指
令
が
下
さ
れ
た
。
田
代
は
47
年
６
月
末
を
も
っ
て
東
レ
を
辞
職
し
、
田
代
の
後
任
と
し
て
経
営
を

担
っ
て
い
た
常
務
取
締
役
の
袖
山
喜
久
雄
が
、
翌
48
年
７
月
、
社
長
に
就
任
し
た
。
袖
山
は
東
レ
創

田代茂樹
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業
時
の
26
年
に
大
卒
新
入
社
員
と
し
て
採
用
さ
れ
た
１
期
生
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
田
代
は
追
放
を

解
除
さ
れ
、
50
年
３
月
の
臨
時
株
主
総
会
で
東
レ
取
締
役
に
復
帰
し
、
会
長
に
就
任
し
た
。

大
阪
の
商
務
部
に
つ
い
て
は
、
49
年
３
月
に
販
売
部
に
名
称
を
変
更
し
た
。
同
年
に
は
、
販
売
体

制
の
確
立
を
目
指
し
て
、
解
体
前
の
三
井
物
産
に
在
籍
し
て
い
た
森
廣ひ
ろ

三さ
ぶ

郎ろ
う（
の
ち
の
社
長
）を
常
務

取
締
役
と
し
て
迎
え
入
れ
た
。

田
代
の
後
を
継
い
だ
袖
山
社
長
は
、「
物
を
作
る
と
同
時
に
人
を
作
る
の
が
東
レ
の
経
営
の
基
本
思

想
」と
唱
え
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
指
導
に
よ
る
米
国
流
の
近
代
的
管
理
方
式
を
導
入
し
つ
つ
も
、
創
業
以
来
の

東
レ
流
人
材
育
成
と
の
融
合
を
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
従
業
員
数
は
48
年
末
に
１
万
９
１
７
人
と
な

り
、
50
年
末
に
は
１
万
５
２
２
０
人
と
年
々
増
加
が
続
い
た
。

終
戦
直
後
に
は
、
復
員
者
を
受
け
入
れ
る
た
め
、
民
需
事
業
を

拡
大
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ペ
ニ
シ
リ
ン
研
究
の
権
威
者
で
あ
っ

た
フ
ォ
ス
タ
ー
博
士
の
講
演
を
聴
い
て
可
能
性
を
感
じ
た
田
代
社

長
の
招
き
に
応
じ
、
46
年
12
月
、
フ
ォ
ス
タ
ー
博
士
は
滋
賀
工
場

を
来
訪
し
、タ
ン
ク
培
養
に
よ
る
ペ
ニ
シ
リ
ン
の
製
造
を
勧
め
た
。

袖山喜久雄
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東
レ
は
翌
47
年
１
月
に
研
究
を
開
始
す
る
と
同
時
に
、
３
０
０
リ
ッ
ト
ル
の
タ
ン
ク
２
基
に
よ
る
パ

イ
ロ
ッ
ト
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
し
、
第
１
回
の
培
養
を
開
始
し
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
ペ
ニ
シ
リ
ン
製
造
業
者
が
増
加
し
、
本
来
が
繊
維
会
社
で
あ
る
東
レ
の
当
該
事

業
は
販
路
も
全
く
の
新
規
開
拓
で
あ
り
、
他
事
業
と
の
相
乗
効
果
も
乏
し
い
な
ど
、
競
合
に
耐
え
得

る
見
通
し
が
立
た
ず
、
53
年
に
ペ
ニ
シ
リ
ン
生
産
を
停
止
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
頃
、
経
営
陣

は
、
す
で
に
ナ
イ
ロ
ン
繊
維
の
工
業
化
を
視
野
に
入
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

◉
ナ
イ
ロ
ン
の
工
業
化

38
年
10
月
に
米
国
の
デ
ュ
ポ
ン
社
は
、
ポ
リ
ア
ミ
ド
系
の
合
成
繊
維
の
開
発
に
成
功
し
、
こ
れ
を
ナ

イ
ロ
ン
と
命
名
し
た
こ
と
な
ど
を
公
表
し
た
。
ま
た
、
同
社
が
表
明
し
た
ナ
イ
ロ
ン
に
関
す
る
う
た
い

文
句
は「
石
炭
と
水
と
空
気
か
ら
作
ら
れ
、
鋼
鉄
よ
り
も
強
く
、
ク
モ
の
糸
よ
り
も
細
い
」と
い
う
セ
ン

セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な
文も
ん

言ご
ん

で
あ
っ
た
。そ
の
出
現
は
ま
さ
に「
合
成
繊
維
時
代
の
幕
開
け
」を
意
味
し
、レ
ー

ヨ
ン
繊
維
で
一
時
代
を
画か
く

そ
う
と
考
え
て
い
た
東
レ
の
首
脳
部
ば
か
り
で
な
く
、
世
界
の
繊
維
関
係
者

に
衝
撃
を
与
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ナ
イ
ロ
ン
を
発
明
し
た
カ
ロ
ー
ザ
ス
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
講
師
と
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し
て
学
究
の
道
を
歩
ん
で
い
た
が
デ
ュ
ポ
ン
社
に
身
を
転
じ
、
35
年

に
は
ポ
リ
ア
ミ
ド
繊
維（
ナ
イ
ロ
ン
66
）を
発
明
し
て
い
た
。

デ
ュ
ポ
ン
社
が
ナ
イ
ロ
ン
を
発
表
し
た
直
後
に
、三
井
物
産
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
支
店
か
ら
ナ
イ
ロ
ン
の
見
本
が
日
本
に
送
付
さ
れ
た
。
こ
れ

を
参
考
に
、
東
レ
の
研
究
陣
は
ナ
イ
ロ
ン
66
の
研
究
に
取
り
組
み
、

39
年
12
月
27
日
に
ナ
イ
ロ
ン
66
の
溶
融
紡
糸
に
成
功
し
た
。
研
究
陣

は
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
か
ら
生
成
す
る
ポ
リ
ア
ミ
ド
、
す
な
わ
ち
ナ
イ

ロ
ン
６
の
研
究
に
も
着
手
し
、
41
年
５
月
に
は
、
そ
の
溶
融
紡
糸
に
も
成
功
し
た
。
太
平
洋
戦
争
が

勃
発
し
た
直
後
の
同
年
12
月
、
東
レ
は
臨
時
資
金
調
整
法
に
よ
る
許
可
を
得
て
、
ナ
イ
ロ
ン
66
繊
維

日
産
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
ナ
イ
ロ
ン
６
繊
維
日
産
５
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
間
工
業
化
試
験
設
備
を
建
設
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

開
戦
直
後
で
あ
り
な
が
ら
、
ナ
イ
ロ
ン
の
開
発
は
、
研
究
室
レ
ベ
ル
か
ら
工
業
化
試
験
の
段
階
に

突
入
し
た
。
42
年
10
月
、
ナ
イ
ロ
ン
に
〝
ア
ミ
ラ
ン
〟
と
い
う
名
称
を
付
け
、
商
標
登
録
を
行
っ
た
。

設
備
が
完
成
す
る
と
、
食
糧
確
保
の
点
か
ら
漁
業
用
の
テ
グ
ス
用
途
を
重
視
し
、
42
年
12
月
、「
東
洋

ナイロンを発明したＷ. カローザス
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合
成
テ
グ
ス
」
の
名
称
で
市
販
を
開
始
し
た
。
43
年
４
月
、
国
家
総
動
員
法
に
基
づ
い
て
商
工
省
か

ら「
ポ
リ
ア
ミ
ド
系
合
成
繊
維
の
研
究
命
令
」が
出
た
た
め
、
ナ
イ
ロ
ン
６
の
樹
脂（
チ
ッ
プ
）日
産
１

ト
ン
と
同
繊
維
日
産
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
備
を
建
設
す
る
こ
と
と
し
た
。
敗
戦
直
後
の
45
年
10
月
、

滋
賀
工
場
で〝
ア
ミ
ラ
ン
〟テ
グ
ス
日
産
50
キ
ロ
グ
ラ
ム
設
備
の
生
産
を
再
開
し
、
生
産
が
安
定
し
た

47
年
６
月
に
は
商
標
を〝
銀ぎ
ん

鱗り
ん

〟と
命
名
し
て
発
売
し
た
。

46
年
、
連
合
国
繊
維
調
査
団
が
滋
賀
工
場
を
視
察
し
た
際
、〝
ア
ミ
ラ
ン
〟を
見
せ
た
と
こ
ろ
、
デ
ュ

ポ
ン
社
の
特
許
を
侵
害
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
が
あ
っ
た
。
こ
の〝
ア
ミ
ラ
ン
〟は
ナ
イ
ロ

ン
６
で
あ
り
、
デ
ュ
ポ
ン
社
が
生
産
し
て
い
た
ナ
イ
ロ
ン
66
と
は
製
法
も
物
質
も
異
な
る
が
、
製
糸

以
降
の
周
辺
特
許
も
含
め
れ
ば
抵
触
問
題
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
東
レ
の
経
営
陣
は
デ
ュ
ポ
ン
社
と
技

術
提
携
契
約
を
結
び
特
許
紛
争
な
ど
の
危
惧
を
な
く
す
こ
と
が
上
策
と
考
え
た
。
交
渉
を
開
始
す
る

と
、
50
年
11
月
、
デ
ュ
ポ
ン
社
か
ら
技
術
提
携
に
つ
い
て
了
解
と
条
件
が
送
付
さ
れ
て
き
た
。

東
レ
は
デ
ュ
ポ
ン
社
が
提
示
し
た
条
件
を
検
討
す
る
一
方
、
外
資
導
入
に
必
要
な
手
続
き
を
進
め

た
。そ
の
後
、デ
ュ
ポ
ン
社
と
の
交
渉
も
さ
ら
に
進
展
し
、翌
51
年
６
月
、米
国
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ

ル
ミ
ン
ト
ン
に
あ
る
デ
ュ
ポ
ン
社
本
社
で
、
東
レ
側
は
田
代
、
デ
ュ
ポ
ン
社
側
は
ス
ウ
ィ
ン
ト
外
国
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部
長
が
、
特
許
使
用
許
諾
契
約
に
調
印
し
た
。
デ
ュ
ポ
ン
社
へ
の
支
払
い
対
価
と
し
て
は
、
ロ
イ
ヤ

ル
テ
ィ
ー
は
売
上
高
の
３
％
、内
金
と
し
て
の
前
払
い
金
は
３
０
０
万
ド
ル（
10
億
８
０
０
０
万
円
）、

契
約
期
間
は
15
年
の
条
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
の
東
レ
の
資
本
金
は
７
億
５
０
０
０
万
円
で

あ
っ
た
か
ら
、
前
払
い
金
は
資
本
金
の
ほ
ぼ
１
・
５
倍
で
あ
っ
た
。
交
渉
の
結
果
、
こ
れ
を
５
回
に

分
け
て
支
払
う
こ
と
と
な
っ
た
。

戦
後
、物
資
が
極
端
に
不
足
す
る
中
で
、繊
維
業
界
に
化
学
繊
維（
化

繊
、
レ
ー
ヨ
ン
）
ブ
ー
ム
が
到
来
し
、
化
繊
各
社
に
お
け
る
レ
ー
ヨ
ン

短
繊
維
の
増
設
が
相
次
い
だ
。
し
か
し
、
東
レ
は
将
来
の
発
展
を
期

し
て
ナ
イ
ロ
ン
の
量
産
化・
増
産
に
経
営
資
源
を
傾
斜
配
分
し
た
こ
と

か
ら
、
そ
の
後
に
訪
れ
た
レ
ー
ヨ
ン
短
繊
維
の
設
備
過
剰
に
よ
る
業

界
の
沈
滞
か
ら
免
れ
る
こ
と
と
な
り
、
ナ
イ
ロ
ン
事
業
の
成
長
に
よ

る
高
収
益
を
一
人
謳お
う

歌か

す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。

50
年
５
月
、
カ
プ
ロ
ラ
ク
タ
ム
と
ナ
イ
ロ
ン
重
合
工
場
の
敷
地
と

し
て
、
粗
原
料
の
シ
ク
ロ
ヘ
キ
サ
ン
、
ア
ン
モ
ニ
ア
、
硫
酸
な
ど
の

デュポン社との特許使用許諾契約調印（1951年6月）
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供
給
元
の
東
亜
合
成
化
学
に
近
い
旧
三
菱
重
工
業
大

江
工
場
の
一
部
を
買
収
し
、
東
レ
名
古
屋
工
場
と
命

名
し
た
。
７
月
に
は
名
古
屋
・
愛
知
両
工
場
の
地
鎮

祭
を
挙
行
し
、
本
格
的
な
建
設
を
開
始
し
た
。
愛
知

工
場
の
製
糸
設
備
建
設
工
事
は
翌
51
年
２
月
に
完
了

し
、ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維
の
初
紡
糸
を
行
っ
た
。
ま
た
、

同
年
12
月
に
は
、
名
古
屋
工
場
で
ナ
イ
ロ
ン
短
繊
維

の
生
産
を
開
始
し
た
。

ナ
イ
ロ
ン
長
繊
維
に
つ
い
て
は
、テ
グ
ス
と
漁
網
は
早
い
時
期
か
ら
重
点
用
途
と
し
た
。
さ
ら
に
、

衣
料
用
マ
ル
チ
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト
の
細
デ
ニ
ー
ル
化
を
進
め
、
52
年
に
30
デ
ニ
ー
ル
、
53
年
に
は
15
デ

ニ
ー
ル
の
フ
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン（
よ
こ
編
）の
婦
人
用
長
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
を
発
売
し
た
。
ま
た
、
52
年

に
厚
木
編
織（
現
ア
ツ
ギ
）か
ら
シ
ー
ム
レ
ス
ス
ト
ッ
キ
ン
グ
が
発
売
さ
れ
た
。53
年
に
は
、ウ
ー
リ
ー

ナ
イ
ロ
ン
を
生
産
す
る
東
洋
ナ
イ
ロ
ン
撚
糸
加
工
と
、
ト
リ
コ
ッ
ト（
た
て
編
）製
品
を
生
産
す
る
東

洋
ナ
イ
ロ
ン
編
物
を
設
立
、
製
品
開
発
を
急
い
だ
。

名古屋工場（1951年）

愛知工場全景（1952年）


